







































































































































問15回答数 0 1 2 3 4
度数 25 901 208 57 52




















問16回答数 0 1 2 3 4
度数 34 960 210 29 10
















問20回答数 0 1 2 3 4
度数 49 900 242 40 12
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223
中学生・高校生の携帯電話利用に表れたコミュニケーション・ルール（２）
A-2　回答用紙（マークシート）
　今回も使用したのは、スキャネット株式会社の汎用マークシートシート（SN-0044）で
ある。これを、調査票の設問形式にあわせてカスタマイズを行っている。
・スキャネット株式会社 http://www.scanet.jp/
　Ａ５　10択、30問 SN-0044 （http://www.scanet.jp/items/sn0044.html）
　属性は、11桁数字のところを２桁のみ利用し、一桁で学年を、もう一桁で性別を表現し
ている。
224
A-3　基本集計表
225
中学生・高校生の携帯電話利用に表れたコミュニケーション・ルール（２）
226
227
中学生・高校生の携帯電話利用に表れたコミュニケーション・ルール（２）
228
229
中学生・高校生の携帯電話利用に表れたコミュニケーション・ルール（２）
A-4　調査実習の過程
⃝ 4月～5月　先行する調査実習、とりわけ前年度の調査報告書を読み込み、実習のゴー
ルを整理する。この過程で実際にデータの整理をExcelを用いて行い、自分たちが収
集した調査データを処理する練習を行う。
⃝ 6月　調査のデザインし、調査票にまとめる。調査項目の全体像を把握するために、
マインドマップを活用する。またマークシート回答用紙の仕様書の作成、印刷の外注
を行う。協力校である中学校、高校に事前の相談を行うが、その際に持参する「協力
依頼状」を作成する。この過程でガントチャートを用いたスケジュール管理（プロジェ
クトマネジメント）を学ぶ。
⃝ 6月末、各校に配布する調査用の封筒パック（担任の先生宛の協力依頼、手順書、調査票、
回答用紙）を準備し、打ち合わせに基づいて、期日までに搬入する。
⃝ 7月20日前後、実査済の封筒を受け取りにいく。
⃝ その後、スキャナーを用いてマークシートをデータ化し、それをもとに、データの分
析に入る。
230
A-5　学園祭（「作新祭」2013年11月09日～10日）での調査実習中間報告のパネル展示
